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IRD-SSP（InfraRed Doppler - Subaru Strategic Program）では、すばる望遠鏡用に開発された赤外線ドップ
ラー装置 IRDを用いて、晩期M型矮星周りの惑星サーベイを進めている (2019年春季年会 P318a) 。このサー
ベイでは、視線速度 (RV) 法を用いた惑星探索によって、太陽近傍の低質量星周りの、1）ハビタブルゾーン地球
質量惑星 (∼1-3M⊕) を発見する、2）スノーラインを含む領域においてスーパーアースから巨大惑星までの分布
を明らかにする、3）主星近傍における地球型惑星からスーパーアースの惑星分布を明らかにする、ことを目標と
している。そして、太陽近傍におけるハビタブル地球型惑星の詳細観測に適する惑星を発見するとともに、低質
量星における惑星系形成と進化のメカニズムを包括的に理解することを目指している。
IRD-SSPの観測は 2019年 2月に開始し、2020年 1月までの 1年間に 35夜割り当てられている。この観測で

は、事前に選んでおいたサンプル星から地球型惑星探索に適する星を選ぶためのスクリーニング観測と、スクリー
ニングで選ばれた星の RVモニター観測を行ってきた。スクリーニングでは、IRDのファイバー入射モジュール
内のカメラで撮像したAO画像を用いて実視連星を、IRDの高分散分光スペクトルから高速自転星とダブルライ
ンの SB2を、4点以上の RV測定データにより SB1を、取り除き、自転速度が遅く安定したM型星をモニター
観測のターゲットとして選ぶ。予稿提出時点までに 106星を 1回以上観測し、29星を 4回以上観測できており、
惑星による RV変化を持つ可能性がある星と地球型惑星探索のターゲット候補の星を複数検出している。


